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　　　　一般質問とは、市政全般ついて広く問いただすことにより、執行部の政治姿勢

　　　を明らかにし、また、その政治責任を明確化することにより、結果として現行

　　　政策を変更・是正させ、新規政策を採用（事業化）させる効果と目的がある。

　  　　平成25年に「子共の貧困対策の推進に関する

　  　法律」が施行されて以降、子供の貧困問題はメデ

　  　ィアでも多く取り上げられるようになりました。

　  　平成26年に厚生労働省が発表した「子供の相対

　　  的貧困率」は過去最悪の16.3%に上り、6人に

　  　1人の約325万人が*¹貧困に該当します。これ

  　   を35人学級に当てはめると、ひとクラスで5～

 　　 6人が貧困状態にあるということになります。 

　　　 ひとり親家庭の貧困率は54.6％で、経済協力

　　  開発機構(ＯＥＣＤ)加盟34ヵ国中で最悪です。

　　　（*¹調査時は年収122万円未満)）

　　     国としては、内閣府に首相を長とする子どもの貧困対策会議を設置し、厚生労働省、文部科学省を含

  　   めた政府全体として対処していく体制ができました。具体的な施策として不十分ながら今年度予算に盛

   　  り込まれたものもあります。

　　　  県や政令市でも計画や対策作りが進む中、それ以外の自治体では取り組みが進んでいない印象です。

　　  具体的に事業化が進まない要因とされているのが「子どもの貧困状況の把握ができていないこと」と「

　　  どの部で、どんな支援を行うべきかを決められない縦割り行政の問題があること」で、川越市にも当て

　　  はまる課題だと感じ、現状把握と対策を講じる上で欠かせない体制づくりを求めました。

　　　  貧困状態に苦しんでいる子供がどこにいるのか、その貧困はど

　　  こに問題があり（例：親の離婚・病気・ケガ・他界・失業や親の

　　  ギャンブルやアルコール依存など）、どんな支援が必要なのかと

　　  いった現状把握が不十分で、各部署で持っている情報を共有・活

　　  用しきれていないことが川越市でも大きな課題です。(中面へ続く)
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